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� 優れた消火性能

可燃物に付着、冷却、浸透（消火が早く､再燃しにくい）

� 優れた消泡性能

放射後は速やかに消泡（隙間に侵入､消防活動が容易）

� 優れた環境特性（環境保全型）と作業安全性

天然油脂石鹸が主成分の原液を希釈して使用

石鹸を主成分とした泡消火剤の開発

2003～2007
一般火災用泡消火剤の開発

2009～2011
林野火災用泡消火剤の開発

2012～2016
泥炭火災用泡消火剤の開発



パーム油由来オレイン酸 既存方式

廃食用油由来脂肪酸 新方式

グリーンプロダクト製品

コスト削減 低環境負荷

［消火剤主要成分］

・石けん
・希釈剤
・水軟化剤

① 原料の安定供給
② 消火剤品質管理
③ コストの低減

課題

なぜ廃食用油を利用するのか？



廃食用油から泡消火剤への調製プロセス

廃食用油
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九州・山口油脂
事業協同組合

事業所 事業所 事業所

シャボン玉石けん
株式会社

廃食用油石鹸から
泡消火剤を調製

小倉合成工業
株式会社

廃食用油から
脂肪酸を調製



研究目的

廃食用油由来の泡消火剤の事業化と環境教育プログ

ラムによる「リサイクルの見える化」を目的とし、市町村

教育委員会等と提携することでナタネ廃食用油の安定

確保を実現し、その廃食用油を原料として製造した泡消

火剤を使って、これもまた市町村の消防部局と連携して

学校で消防訓練を行うとともに、大学の一つの使命で

ある地域社会貢献の一環として消火剤づくりの科学実

験を実施することで、産学官連携による“環境教育”プ

ログラムの構築に取り組む。



「リサイクルの見える化」

課題B：
泡消火剤の品質の安定化

課題C：
モデル事業実施

課題A：
学校給食との連携体制の構築

環境教育(科学実験)

【ナタネ廃油の排出】
市町村10万人あたり6ｔ／年

【入札】
廃油回収業者による入札

【現状】

【めざす姿】



課題Ａ ナタネ廃食用油の安定確保

本年度も北九州市から学校給食で使用されたナタネ廃食用油を
３ヶ所から入手することができた。

ひびきの

小学校
4.8 1.9 62.5 19.4 10.0

若園小学校

曝気なし
3.4 1.7 65.0 19.9 9.2

若園小学校

曝気あり
0.9 2.2 67.3 19.3 8.2

葛西小学校 5.0 1.8 64.0 18.7 9.7

パルミチン酸
(C16:0)

ステアリン酸
(C18:0)

リノール酸
(C18:2)

リノレン酸
(C18:3)

オレイン酸
(C18:1)



課題Ｂ 廃食用油を原料として製造した泡消火剤
北九州市学校給食で使用されたナタネ油のナタネ油を原料とした脂肪酸を用いた
泡消火剤がクラスA泡消火薬剤国家検定規格に適合しているか確認した。

規格 ブランク

（バージンオレイン酸）

廃油消火剤

（ひびきの小学校）

比重 1.094~1.134 1.114 1.127

動粘度（-10℃） 200 cSt以下 116.0

流動点 -12.5℃以下 -32.5

pH 9.73~10.53 10.21 10.39

沈殿量 痕跡無 痕跡無

引火点 引火せず 引火せず

発泡性能 5.0倍以上 8.0 8.3

泡還元率時間 60秒以上 175.5 139.0

金属腐食（鋼・黄銅・アルミ） 3.0 mg/day以下 適

廃油消火剤を製造可能性であることを確認した

※その他２か所から回収した廃油を用いた消火剤でも４項目をクリアしていることを確認



課題C 産学官連携による“環境教育”
プログラムの構築（テキスト作成）







「化学実験〜石けんで泡消火剤を作ってみよう〜」
平成29年8月25日（金）、26日（土）

【北九州ゆめみらいワーク2017】（西日本総合展示場 新館）



「エコ環境委員会（小５から小６までの児童）活動」
参加した児童２２名 平成30年1月12日（金）

【ひびきの小学校での理科実験１】



「科学実験クラブ（小４から小６までの児童）活動」
参加した児童２７名 平成30年1月19日（金）

【ひびきの小学校での理科実験２】



課題Ａ学校給食との連携体制の構築

研究成果と今後の課題

課題B 泡消火剤の品質の安定化
ナタネ廃食用油由来の脂肪酸で調製した泡消火剤は、国家検定基準を
満足するものであった。今後、国家検定認定に向けた手続きを行う必要
がある。

課題C モデル事業実施
ひびきの小学校において、エコ環境委員会と科学実験クラブの活動とし
て環境教育（科学実験）を行うことができた。今後は、ひびきの小学校で
の実験を継続するとともに、他の小学校や市民センターなどで実施する。

北九州市の学校給食で使用されたナタネ廃食用油を安定供給可能で
あることを確認した。


